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年頭挨拶     「新たな年を迎えて 」 

  健健康康でで、、明明るるくく、、楽楽ししいい一一年年にに  
                   理理事事長長    武武笠笠真真次次  
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を 

申
し
上
げ
ま
す
。 

埼
玉
労
山
会
員
の
皆
様
に
は
ご
家
族

と
と
も
に
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

併
せ
ま
し
て
旧
年
中
は
東
日
本
大
震

災
支
援
な
ら
び
に
諸
活
動
に
ご
支
援

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

２
０
１
１
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

は
「
絆
」
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災

や
紀
伊
半
島
な
ど
の
大
規
模
災
害
で
、

家
族
の
絆
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

知
っ
た
こ
と
や
、
ワ
ー
ル
ー
ド
カ
ッ

プ
で
優
勝
し
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
が
選
ば
れ
た
理
由

だ
そ
う
で
す
。 

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
安
全
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に 

山
で
死
ん
で
は
い
け
な
い
。 

安
全
は
１
０
０
％
で
な
い
か
ら
危
険

が
多
く
含
ん
で
い
る
。
生
と
死
の
間

を
越
え
て
は
な
ら
な
い
そ
の
線
を
越

え
る
と
、
好
き
な
山
に
行
け
な
く
な

る
。
然
し
な
が
ら
登
山
は
、
あ
た
か

も
そ
の
線
を
越
す
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
。 

今
年
は
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
」
の

活
用
と
全
国
連
盟
遭
対
部
発
行
の
、

「
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
自
己

チ
ェ
ッ
ク
の
啓
発
、
第
１
７
期
登
山

学
校
（
初
級
）
開
催
で
学
ん
で
自
立

す
る
登
山
者
に
。
救
助
隊
訓
練
（
机

上
・
実
技
）
を
通
じ
て
山
の
ピ
ン
チ

か
ら
抜
け
出
る
た
め
に
も
セ
ル
フ
レ

ス
キ
ュ
と
チ
ー
ム
レ
ス
キ
ュ
を
学
び
、

山
の
無
事
故
・
無
災
害
を
め
ざ
し
ま

す
。 

 

「
安
全
登
山
を
め
ざ
す
た
め
の
計
画

か
ら
登
山
ま
で
」 

 

計
画
段
階
か
ら
の
遭
難
な
ど
は
山

仲
間
と
し
て
普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
人
間
関
係
の
形
成
）

で
相
談
や
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
、

綿
密
な
調
査
・
準
備
を
し
て
計
画
書

の
立
案
す
る
。
計
画
書
の
無
届
け
山

行
の
撲
滅
や
下
山
報
告
を
き
ち
ん
と

す
る
習
慣
、
下
山
遅
れ
が
発
生
し
た

場
合
は
会
の
な
か
で
な
ぜ
？
下
山
遅

れ
が
発
生
し
た
の
か
検
討
会
を
設
置

し
て
頂
き
、
原
因
は
何
か
、
対
策
は

ど
う
す
る
か
な
ど
話
し
会
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
年
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
場

所
に
出
た
ら
、
会
に
現
在
の
時
刻
、

通
過
地
点
な
ど
携
帯
メ
ー
ル
等
を
利

用
し
て
連
絡
し
て
お
く
の
も
手
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。G

P
S

機
能
が
あ
れ
ば

緯
度
、
経
度
な
ど
も
知
ら
せ
て
お
く

と
尚
安
心
で
す
。 

 

会
の
山
行
部
会
な
ど
運
営
委
員
等

の
方
は
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
頂
い
て
い
る

事
と
存
じ
ま
す
。 

「
埼
玉
労
山
の
年
は
じ
め
仕
事
」 

安
全
で
楽
し
く
豊
か
な
山
行
を
。 

①
１
月
８
日(

日)

地
図
読
机
上
講
習

会
「
北
浦
和
駅
東
口
カ
ル
タ
ス
ホ
ー

ル
」
村
越
真
氏
（
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員

会
主
催
）
「
ク
イ
ズ
…
道
迷
い
人
」

村
越
真
氏
・
宮
内
左
季
子
氏
。
レ
ッ

ス
ン
１
が
登
山
時
報
２
０
０
９
年
７

月
号
か
ら
掲
載
さ
れ
て
今
年
の
２
０

１
２
年
１
月
号
で
レ
ッ
ス
ン
３

１
と
な
り
ま
す
。 

誰
で
も
一
度
は
道
迷
い
を
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
？ 

②
１
月
２
２
日(

日)

午
前
、
遭

難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会

議
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
検

討
、
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
自
己
診

断
を
し
て
頂
き
、
情
報
の
共
有

を
は
か
り
ま
す
。 

③
１
月
２
２
日
（
日
）
午
後
、

評
議
会
。
議
題
内
容
に
つ
い
て

事
前
に
貴
会
内
で
討
議
頂
き
意

見
を
持
っ
て
、
ご
出
席
下
さ
い
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、

事
前
に
議
長
（
南
部
・
北
部
）
、

書
記
（
西
部
・
中
部
）
の
人
選

を
し
て
頂
き
、
担
当
し
て
頂
く

方
の
承
諾
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

議
題 

「
４
５
期
総
会
を
め
ざ
し
て
」 

a

．
２
０
１
１
年
県
連
活
動
報

告
・
専
門
委
員
会
報
告 

b
.

２
０
１
２
年
活
動
方
針
（
案
）
・

専
門
委
員
会
活
動
方
針
（
案
） 

c
.

総
会
代
議
員
定
数
確
認 

d
.

全
国

連
盟
第
３
０
回
総
会
へ
の
要
望
（
個

人
会
員
制
度
な
ど
） 

e
.

そ
の
他
報
告
事
項 

 

④
皆
の
埼
玉
労
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新･

･
･

会
員
み
な
さ
ま
か
ら
積
極

的
な
参
加
形
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
実

現
を
。 

⑤
評
議
会
や
総
会
に
む
け
て
の
準
備 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
後
も
山
の
積
極
的
な
推
進
の
た

め
、
専
門
委
員
会
な
ど
諸
活
動
を
継

続
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
理
事
会
を

代
表
し
、
埼
玉
労
山
会
員
の
声
を
反

映
し
、
全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と
を
誓

い
、
明
る
く
、
元
気
の
あ
る
一
年
を

祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 
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第２１回   

関東ブロック自然保護担当者交流集会報告 

   期 日  10 月 15 日(土)～16 日(日)    １泊２日  

場 所  秩父「民宿・長瀞荘」 

参加者  28 名   宿泊・日帰り参加者込み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
自
然
保
護

担
当
者
交
流
集
会
が
、
長
瀞
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
埼
玉
県
連
が
主
管
で
も
あ
り

県
連
理
事
会
を
中
心
に
各
加
盟
団
体

に
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

十
五
日
当
日
、
朝
早
く
よ
り
会
場

の
準
備
を
進
め
、
昼
頃
か
ら
各
県
連

担
当

者
が

到
着
。

予
定

通
り

午
後

一
時

三
十

分
に

開
会
。 

埼
玉
県

連
を

代
表

し
て

武
笠

理
事

長
よ

り
主

催
者

挨
拶
、

そ
し

て
全

国
連
盟
自
然
保
護
委
員
長 

浦
添
嘉

徳
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
特
別

講
演
に
秩
父
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

で
も
あ
り
、
秩
父
環
境
を
考
え
る
会

や
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
会
員
の

野
口
皖
永(
ｱ
ｷ
ﾉ
ﾘ
)

氏
よ
り
「
武
甲
山

と
秩
父
の
歴
史
と
自
然
保
護
」
を
テ

ー
マ
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し
秩
父

や
武
甲
山
の
地
質
か
ら
生
態
系
に
い

た
る
ま
で
も
の
詳
細
な
講
演
と
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
の
後
は
休
憩
も
は
さ
み
、
各

県
連
か
ら
の
自
然
保
護
活
動
や
震
災

支
援
活
動
の
報
告
等
で
集
会
を
終
え

ま
し
た
。 

集
会
が
終
る
と
入
浴
タ
イ
ム
、
そ

し
て
楽
し
い
夕
食
と
交
流
会
…
。 

夕
食
・
交
流
会
は
屋
根
の
あ
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
会
場
に
移
り
、
ワ
イ
ワ
イ

言
い
な
が
ら
、
自
分
達
で
肉
や
野
菜

を
焼
き
な
が
ら
の
夕
食
。 

食
事
も
一
段
落
し
た
７
時
頃
に
は
ス

テ
ー
ジ
に
「
秩
父
屋
台
囃
子
」
の
グ

ル
ー
プ
が
登
場
。
闇
夜
を
背
景
に
十

二
月
三
日
の
「
秩
父
夜
祭
り
」
を
彷

彿
と
さ
せ
る
太
鼓
演
奏
を
披
露
。
そ

の
演
出
に
は
感

激
し
ま
し
た
。 

参
加
者
ば
か
り

か
長
瀞
荘
を
利

用
す
る
他
の
グ

ル
ー
プ
も
加
わ

り
、
最
後
に
は

秩
父
音
頭
を
皆

で
輪
に
な
っ

て
踊
る
等
、

交
流
会
場
は

大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
興
味
深

く
見
て
い
た

外
国
の
若
い

留
学
生
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、
国

際
親
善
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。 

日
帰
り
組
は
こ
こ
で
退
散
。
そ
の

後
は
宿
泊
棟
に
移
り
、
夜
遅
く
ま
で

交
流
は
続
い
た
よ
う
で
す
。
（
加
納
） 

 
 

         

        

        

     

 

十
月
十
六
日 

 

武
甲
山
登
山 

 

前
日
の
長
瀞
荘
で
の
講
演
会
・
各

県
連
の
取
組
発
表
・
懇
親
会
に
引
き

続
い
て
、
本
日
は
石
灰
岩
の
採
掘
が

進
み
そ
の
山
容
が
変
り
二
〇
〇
名
山

の
一
つ
で
あ
る
武
甲
山
を
登
る
日
で
、

天
気
が
心
配
で
あ
っ
た
が
何
と
か
雤

は
上
が
っ
た
。 

地
元
の
秩
父
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
二

名
の
方
の
案
内
で
表
参
道
コ
ー
ス
の

基
点
で
あ
る
一
の
鳥
居
駐
車
場
で
集

合
し
九
時
二
〇
分
に
一
九
名
が
出
発

し
た
。
埼
玉
県
連
以
外
の
県
連
の
方

に
は
初
め
て
登
頂
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
た
。 

こ
の
コ
ー
ス
は
頂
上
ま
で
約
二
時

間
の
歩
程
で
一
の
鳥
居
を
一
丁
目
、

頂
上
の
御
嶽
神
社
を
五
二
丁
目
と
し

て
登
山
道
の
各
所
に
丁
目
石
が
置
か

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

林
道
を
登
っ
て
い
く
と
マ
ス
釣
り

場
が
あ
り
、
現
在
こ
こ
で
チ
チ
ブ
イ

ワ
ナ
を
保
存
し
て
い
る
会
が
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。 

一
五
丁
目
か
ら
は
林
道
も
終
わ
り

本
格
的
な
登
山
道
と
な
り
暫
く
す
る

と
中
間
点
の
杉
の
大
木
が
あ
る
広
場

に
出
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
頂
上
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
杉
林
で
そ
の
下
の
林
床

は
下
草
を
刈
っ
た
よ
う
に
綺
麗
で
遠

く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
。
数

年
前
は
こ
ん
な
光
景
で
な
か
っ
た
が

こ
れ
は
鹿
が
増
え
す
ぎ
て
下
草
を
食

べ
た
後
で
、
残
っ
て
い
る
の
は
ト
リ

カ
ブ
ト
等
の
毒
草
だ
そ
う
で
す
。 

山
頂
直
下
に
は
御
嶽
神
社
が
あ
り

そ
の
前
に
五
二
丁
目
石
が
あ
っ
た
。

そ
の
神
社
の
裏
手
に
抜
け
る
と
展
望

台
が
あ
り
金
網
で
囲
ま
れ
た
眼
下
に

は
、
秩
父
市
内
が
一
望
で
き
る
が
直

ぐ
下
に
は
雪
の
よ
う
に
白
い
石
灰
岩

の
採
掘
場
が
広
が
り
異
様
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。 

こ
の
武
甲
山
の
採
掘
は
今
か
ら
九

五
年
前
の
一
九
一
六
年
に
開
始
さ
れ
、

一
九
七
二
年
に
一
三
三
六
ｍ
で
あ
っ

た
山
頂
が
現
在
は
一
二
九
五
ｍ
と
な

り
こ
の
三
九
年
間
に
四
一
ｍ
も
低
く

な
り
ま
し
た
。 

採
掘
後
の
武
甲
山
を
緑
化
す
る
活

動
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
ど
う

再
生
さ
せ
た
ら
よ
い
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
開
発
と
自
然
破
壊
」
は

常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。 

御
嶽
神
社
前
の
広
場
で
昼
食
し
、

登
り
と
同
じ
ル
ー
ト
を
下
山
。 

一
の
鳥
居
前
で
参
加
者
全
員
が
記
念

写
真
を
撮
り
、
秩
父
駅
で
解
散
し
ま

し
た
。 

 
 

（
新
座 

杉
江
） 
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嵩
山
交
流
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

期 

日 
 

 

十
一
月
十
三
日
（
日
） 

日
帰
り 

 
 

 
 

場 

所 
 
 

上
州
・
嵩
山(

７
８
９
ｍ) 

参
加
者 

 

わ
ら
び
山
の
会
、
三
郷
山
の
会
、
あ
す
な
ろ
山
岳
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
計 

２
８
名 

 
 

 

不動岩(小天狗から) 

 

  御城の平 

 

昨
年
の
交
流
ハ
イ
ク
で
訪
れ
た
岩

櫃
山
と
同
じ
く
、
吾
妻
八
景
の
一
つ

で
戦
国
時
代
の
非
話
を
秘
め
た
霊
山

嵩
山
は
大
天
狗
や
小
天
狗
、
ま
た
胎

内
く
ぐ
り
や
骨
穴
・
男
岩
・
女
岩
な

ど
の
奇
岩
や
怪
石
が
多
く
、
ま
た
、

各
所
の
岩
場
に
は
坂
東
３
３
観
音
が

安
置
さ
れ
観
音
様
巡
り
が
出
来
る
他

に
、
大
天
狗
や
小
天
狗
不
動
岩
等
の

鎖
場
で
は
ス
リ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、

上
信
越
の
山
々
の
展
望
も
素
晴
ら
し

く
、
山
麓
の
嵩
山
ふ
る
さ
と
公
園
内

に
あ
る
「
た
け
や
ま
館
」
で
は
蕎
麦

打
ち
体
験
道
場
も
あ
り
、
十
割
蕎
麦

が
美
味
し
い
。
ま
た
、
駐
車
場
真
向

か
い
に
あ
る
「
新
都
神
社
」
に
は
県

指
定
天
然
記
念
物
の
樹
齢7

0
0

年
の

大
ケ
ヤ
キ
が
あ
る
。 

今
回
は
こ
の
公
園
で
鍋
を
囲
み
、

少
し
遅
い
昼
食
・
交
流
会
を
計
画
！

最
後
は
岩
櫃
城
温
泉
「
く
つ
ろ
ぎ
の

館
」
で
の
ん
び
り
と
入
浴
休
憩
し
ま

し
た
。
（
澤
藤
） 

【
記 

録
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 
総
勢
２
８
名
は

大
型
バ
ス
で
三
郷
駅
、
南
浦
和
駅
を

経
て
関
越
道
で
上
州
の
山
々
の
眺
望

に
見
と
れ
な
が
ら
中
之
条
の
嵩
山
公

園
に
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
到
着
し
ま
し

た
。 全

員
で
準
備
体
操
の
後
、
３
班
に

編
成
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
所
定
の
コ
ー

ス
を
進
み
ま
し
た
。 

表
登
山
口
の
立
派
な
鳥
居
に
手
を

合
わ
せ
て
歩
き
出
し
ま
す
が
、
秋
の

空
に
緑
と
紅
葉
…
、
最
高
の
日
和
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。 

歩
行
時
間
的
に
は
割
合
短
く
、
家

族
向
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
意
外

と
急
登
を
強
い
ら
れ
、
つ
づ
ら
折
り

の
急
坂
が
続
き
ま
す
。
見
晴
台
に
あ

が
れ
ば
榛
名
や
赤
城
の
山
々
の
展
望

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

休
み
石
や
蝙
蝠
岩
分
岐
を
過
ぎ
て
、

や
が
て
小
拾
い
天
狗
の
広
場
に
出
ま

し
た
。
こ
こ
に
は
東
屋
や
簡
易
ト
イ

レ
も
あ
り
、
小
休
止
に
は
ち
ょ
う
ど

い
い
場
所
で
す
。
小
天
狗
へ
は
ザ
ッ

ク
を
置
い
て
往
復
。
石
祠
の
あ
る
岩

頭
の
山
頂
か
ら
は
高
田
山
や
そ
の
奥

に
浅
間
山
に
続
く
上
信
越
国
境
の 

山
々
、
そ
し
て
上
越
や
武
尊
山
、
榛

名
山
等
の
眺
め
が
い
い
。
真
下
に
は

不
動
岩
の
岩
頭
が
鋭
く
、
３
班
は
天

狗
の
広
場
か
ら
北
側
を
巻
い
て
鎖
を

頼
り
に
登
っ
て
来
た
よ
う
だ
。 

天
狗
の
広
場
か
ら
、
尾
根
を
先
に

進
み
東
屋
か
ら
少
し
下
り
胎
内
く
ぐ

り
を
往
復
し
て
来
た
が
、
少
し
太
め

の
方
は
き
つ
い
か
も
…
。
中
天
狗
か

ら
観
音
石
仏
が
平
坦
地
に
コ
の
形
に

並
ぶ
御
城
平
へ
。
一
つ
一
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
表
情
か
ら
、
込
め
ら
れ
た
信
仰

の
深
さ
を
感
じ
取
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
東
登
山
道
が
合
う
経
塚
に
は
東

屋
と
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は

烏
帽
子
岩
・
五
郎
岩
と
大
天
狗
（
山

頂
）
に
分
か
れ
る
。 

先
に
、
山
腹
を
巻
い
て
大
天
狗
岩

か
ら
北
に
延
び
る
尾
根
上
に
出
れ
ば

烏
帽
子
岩
、
そ
し
て
少
し
先
に
行
く

と
大
天
狗
や
烏
帽
子
岩
の
眺
め
の
い

い
五
郎
岩
だ
っ
た
。 

                                

 
経
塚
に
戻
り
、
今
度
は
大
天
狗
へ

の
登
り
！ 

山
頂
ま
で
急
な
岩
場
で

は
あ
る
が
鎖
が
連
な
り
、
危
険
な
所

も
な
く
山
頂
に
登
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
青
い
空
に
突
き
出
た
岩
頭
に
鎖 

を
よ
じ
登
れ
ば
、
ま
さ
に
３
６
０
度

の
大
展
望
の
そ
の
見
事
さ
に
感
激
し

ま
し
た
。
榛
名
か
ら
赤
城
、
そ
し
て

上
信
越
国
境
の
山
々
、
浅
間
山
等
と 

山
麓
の
中
の
条
や
沿
線
の
街
並
み
が

小
さ
く
見
え
ま
す
。 

下
り
は
慎
重
に
経
塚
に
戻
り
、
東

登
山
道
を
下
り
ま
す
。
途
中
の
垂
直

な
岩
壁
で
は
ス
リ
ル
あ
る
鎖
を
伝
い
、

十
九
番
観
音
と
二
十
番
観
音
・
弥
勒

穴
に
参
拝
し
て
い
る
班
も
あ
っ
た
が

私
に
は
無
理
そ
う
で
先
に
下
る
。 

嵩
山
の
い
た
る
所
に
祠
が
祀
ら
れ
、

ま
た
た
く
さ
ん
の
石
仏
（
観
音
像
）

が
安
置
さ
れ
、
霊
峰
を
実
感
し
、
そ

の
歴
史
と
由
緒
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

山
道
は
総
じ
て
岩
で
奇
岩
も
あ
り

ま
し
た
が
、
要
所
は
鎖
や
梯
子
等
で

良
く
管
理
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

鎖
場
等
で
は
幹
部
の
皆
さ
ん
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
様
で

無
事
に
下
山
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
岩
櫃
山
と
甲
乙
つ
け
難
い
素

晴
ら
し
い
山
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

下
山
後
、
嵩
山
公
園
で
の
少
し
遅

い
昼
食
と
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
会
ご
と
に
準
備
し
て
い
た
だ
い
た

心
づ
く
し
の
鍋
料
理
と
飲
み
物
に
舌

鼓
を
う
っ
た
次
第
で
す
。 

食
事
の
片
づ
け
後
に
は
、
立
派
な
館

の
岩
櫃
城
温
泉
で
入
浴
し
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

車
中
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
意
志

の
疎
通
も
深
ま
り
、
飲
み
物
が
加
わ

る
程
に
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
時

期
と
時
間
の
関
係
も
加
わ
っ
て
、
相

当
な
渋
滞
で
し
た
が
全
員
無
事
に
帰

宅
出
来
ま
し
た
。 

 

（
三
郷
山
の
会 

小
武
海
） 
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 五郎岩にて 後：高田山 

 

      大天狗 

左上：小野子三山 

 

 大天狗（嵩岩山頂） 

    

     大天狗への鎖場 

 

  楽しい鍋交流会 

 

南部ブロック活動 

嵩山公園にて 

 

 

     弥勒穴 
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 途中にあった古墳 

 

 

   モミジの下で 

 

嵐
山
渓
谷
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

期 

日 
 

 

十
一
月
二
〇
日
（
日
） 

日
帰
り 

 
 

 
 

場 

所 
 
 

比
企
丘
陵
・
大
平
山
～
嵐
山
渓
谷 

参
加
者 

 

八
団
体 

 

合
計 

八
〇
名 

（
新
座
、
所
沢
、
日
和
田
、
飯
能
、
埜
歩
歩
、
峠
、
山
な
み
、
ビ
ス
タ
ー
リ
） 

 

 

  ゴミはなく綺麗 

小
春
日
、
里
山
の
紅
葉
を
堪
能
し
、

各
会
腕
を
ふ
る
っ
た
鍋
料
理
に
、
お

腹
も
満
足
の
一
日
で
し
た
。 

 

年
二
回
行
わ
れ
る
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
交
流
山
行
。
五
月
の
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
が
雤
で
中
止
だ
っ
た
為
、
こ
の

日
は
そ
れ
も
兼
ね
て
の
山
行
に
な
っ

た
。 武

蔵
嵐
山
駅
を
出
て
か
ら
の
車
道

脇
の
ゴ
ミ
は
煙
草
の
吸
殻
、
空
き
缶

な
ど
結
構
多
い
。
車
か
ら
出
さ
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。 

太
平
山
（1

7
9

ｍ
）
へ
の
道
は
森
林

の
中
、
一
帯
は
山
頂
公
園
に
な
っ
て

い
る
。
ふ
わ
ふ
わ
の
気
持
ち
の
良
い

道
を
下
り
る
と
真
っ
赤
な
紅
葉
の
樹

木
に
光
が
差
し
込
ん
で
美
し
い
。
こ

の
木
の
下
で
集
合
写
真

の
撮
影
。 

あ
ず
ま
屋
が
あ
っ
た
の

で
休
憩
。
目
の
前
に
立

派
な
柚
子
の
木
が
あ
り
、

他
の
観
光
客
が
取
ろ
う

と
ト
ラ
イ
し
て
い
た
よ

う
だ
が
諦
め
た
の
を
見
た
の
か
、
外

国
人
の
青
年
が
木
に
登
り
落
と
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。
こ
う
な
っ
た
ら
、

も
う
大
騒
ぎ
。
次
々
と
落
ち
る
柚
子

に
手
が
伸
び
、
青
年
は
降
り
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逸
し
て
い
た
。
青
年
よ
、

有
難
う
！ 

採
れ
た
て
の
柚
子
の
香
り
は
強
く
、

鼻
に
押
し
付
け
て
歩
い
た
。 

槻
川
に
か
か
る
冠
水
橋
を
わ
た
り,

今
日
の
交
流
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に

は
十
一
時
、
予
定
通
り
の
到
着
。
槻

川
を
挟
ん
だ
こ
の
周
辺
は
嵐
山
渓
谷

で
、
こ
の
日
は
好
天
も
あ
っ
て
河
原

で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
川
べ
り
で
遊

ぶ
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
た
。 

私
達
は
肉
を
調
達
し
よ
う
と
売
店

に
あ
る
か
聞
い
た

が
な
い
と
言
う
。

肉
無
し
だ
っ
て
リ

ー
ダ
ー
直
伝
の
ハ

ッ
ト
汁
は
充
分
。

お
お
か
た
出
来
上

が
る
頃
、
立
っ
て

い
た
私
達
の
後
ろ

か
ら
突

然
「
こ

れ
を
使

っ
て
下

さ
い
」

の
声
。 

 
 

        

振
り
向
け
ば
汗
だ
く
の
若
い
男
性
二

人
、
段
ボ
ー
ル
の
箱
を
ド
サ
ッ
と
足

元
に
置
い
た
の
で
す
。 

中
身
は
！
？
焼
き
そ
ば
麺
（
五
玉
入

り
）
五
袋
、
白
菜
の
漬
物
、
た
れ
、

そ
し
て
牛
肉
が
大
４
パ
ッ
ク
。
ど
、

ど
う
な
っ
て
ん
の
オ
ー
ツ
。
訳
も
わ

か
ら
ず
、
し
か
し
私
達
の
目
の
前
の

肉
に
釘
付
け
で
す
。 

聞
け
ば
、
も
う
帰
る
し
余
っ
た
肉

な
ど
を
貰
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
。
そ

れ
な
ら
お
金
を
払
い
ま
す
よ
と
言
う

も
、
要
ら
な
い
で
す
と
言
う
。
り
ん

ご
数
個
と
握
手
が
お
礼
と
し
て
出
さ

れ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
が
ま
た
ま
た
大
騒
ぎ
。

牛
で
も
肉
は
肉
と
急
遽
ハ
ッ
ト
汁
に

入
れ
、
余
っ
た
肉
は
？
…
と
、
青
木

さ
ん
の
ザ
ッ
ク
か
ら
小
型
の
焼
き
網

が
出
た
。
埜
歩
歩
は
焼
き
肉
追
加
と

相
成
っ
た
の
で
す
。
無
論
、
他
の
会

の
人
た
ち
も
巻
き
込
ん
で
美
味
し
い

ハ
ッ
ト
汁
と
と
も
に
舌
鼓
を
う
っ
た

の
で
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
れ
だ
け
大
勢

炊
事
し
て
い
る
中
で
、
し
か
も
離
れ

た
場
所
に
い
た
私
達
が
な
ぜ
頂
け
た

の
か
？
謎
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い

い
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。 

 

他
会
の
鍋
料
理
も
い
た
だ
き
、
ひ

と
し
き
り
交
流
し
た
後
は
、
集
め
た

ゴ
ミ
の
計
測
、
会
の
紹
介
と
続
い
た
。 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
八
団
体
、
参
加
総
数

七
十
九
名
。
二
年
ご
と
に
会
長
が
交

代
す
る
会
。
男
性
の
会
員
が
増
え
た

会
。
毎
週
土
日
を
岩
登
り
練
習
に
あ

て
て
い
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
。
ハ

イ
キ
ン
グ
主
流
の
会
。
四
月
か
ら
会

長
の
も
と
見
事
な
連
係
プ
レ
ー
で
近

況
を
説
明
し
た
会
な
ど
。
山
仲
間
と

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
時
間
を
共
有
出
来

た
の
が
嬉
し
い
。 

 

最
後
に
県
連
で
は
、
近
日
の
取
り

組
み
と
し
て
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
入
る
事
が
発
表
さ
れ
た
。
埜
歩

歩
も
同
じ
頃
行
く
の
で
、
急
遽
石
谷

さ
ん
か
ら
も
募
集
し
て
い
る
旨
の
説

明
が
さ
れ
た
。 

 

十
四
時
過
ぎ
、
来
年
の
再
会
を
約

束
し
解
散
。
毎
年
十
一
月
始
め
に
開

催
さ
れ
る
東
松
山
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
の
三
十
㌔
コ
ー
ス
で
も
あ
る
と
い

う
都
幾
川
沿
い
の
土
手
や
菅
谷
館
跡

を
経
由
し
て
三
時
間
武
蔵
嵐
山
駅
に

着
い
た
。 

朝
集
め
た
ゴ
ミ
は
各
自
し
っ
か
り
持

っ
て
い
た
。
お
疲
れ
様
。 

（
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
） 

 

沖
あ
け
み 

 

記 

＊

会

報

「

埜

歩

歩

」1
2

月

号 
 

N
O
2
6
0
 

よ
り 

転
載
） 

 

 

報
告 

② 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
ハ
イ
ク
が

嵐
山
渓
谷
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
場
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
五
月
二

十
九
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
た
ク

リ
ー
ン
ハ
イ
ク
（
雤
で
中
止
）
を
兼

ね
て
の
交
流
で
す
。 

今
年
は
水
難
の
年
で
し
ょ
う
か
？

雤
で
何
回
も
会
山
行
が
中
止
に
な
っ

た
上
、
今
回
も
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
天

気
予
報
と
、
前
日
の
冷
雤
で
、
担
当

者
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ま
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。 

当
日
は
予
想
以
上
に
良
い
天
気
に

な
り
ま
し
た
。
新
座
山
の
会
か
ら
は

十
八
名
の
参
加
で
す
。
朝
九
時
に
武

蔵
嵐
山
駅
に
集
合
。
担
当
者
よ
り
花

の
種
と
ご
み
袋
と
軍
手
が
配
ら
れ
、

春
に
は
美
し
い
桜
堤
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
都
幾
川
の
土
手
沿
い
か
ら
大

平
山
に
進
み
、
全
体
集
会
が
行
わ
れ

る
嵐
山
渓
谷
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
場
ま
で

の
二
時
間
余
り
を
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

し
ま
し
た
。 

大
平
山
は
柚
子
の
香
り
が
漂
う
よ

う
な
里
山
で
、
山
頂
か
ら
は
嵐
山
町

の
市
街
地
が
一
望
で
き
ま
す
。
ゴ
ミ

は
さ
ほ
ど
落
ち
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
各
山
の
会
も
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
で
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
を
済
ま
せ
、

一
足
先
に
到
着
し
た
よ
う
で
す
、
既

に
鍋
を
囲
み
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。 会

場
で
待
っ
て
い
た

新
座
山
の
会
食
坦
の
Ｓ

さ
ん
と
Ｉ
さ
ん
と
県
連

理
事
の
Ｋ
さ
ん
に
迎
え

ら
れ
、
鍋
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

 

食
事
が
一
段
落
し
た

所
で
各
会
の
会
長
よ
り
会
の
紹
介
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
日
は
八
〇
名
近

く
の
参
加
だ
そ
う
で
す
。
と
て
も
参

考
に
な
る
発
言
も
あ
り
、
ま
た
何
処

の
会
も
楽
し
く
運
営
し
て
い
る
事
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
全
員
で
山
の
歌
を
合
唱

し
、
有
意
義
な
一
日
を
送
り
ま
し
た
。

河
川
敷
で
皆
と
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が

ら
食
べ
る
鍋
は
格
別
に
美
味
し
か
っ

た
～
♪
で
す
。
担
当
者
の
方
々
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

ち
な
み
、
飯
能
労
山
（
す
い
と
ん
） 

や
ほ
ほ
（
は
っ
と
汁
（
宮
城
） 

と

う
げ
（
石
狩
鍋
） 

山
な
み
（
ト
ン

汁
）
ビ
ス
タ
ー
リ
（
お
し
る
こ
） 

新

座
（
か
も
鍋
・
白
菜
鍋
） 

日
和
田

（
き
の
こ
汁
） 

所
ハ
イ
（
と
ん
汁
） 

み
ん
な
力
作
・
・
・
美
味
し
い
！ 

ゴ
ミ
は
全
体
で
二
十
三
㎏
。
参
加
人

数
八
十
四
名
。
天
気
も
良
く
ホ
ー
と

す
る
交
流
会
で
し
た
。 

 
 
 
 

新
座
山
の
会 

I
/
K
 

(

新
座
山
の
会 

Ｈ
Ｐ
よ
り)

 

                

第１７５号     ２０１２年    １月  ７日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ４  ）     

西部ブロック活動 

 

 みんなで山の歌も… 

 

 

 会の紹介も始まり 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１７５号      ２０１２年   １月  ７日（土）発行            埼  玉  労  山       （ １ ）  

 

埼玉県勤労者山岳連盟・安全登山講演会 

「山に遊び 山を楽しむための スポーツ科学」 

講演・・・ 立正大学教授 山地啓司氏 

      最高心拍数の７５％以下で歩こう・・・！ 

 

 

         教授・医師 山地啓司先生 

                 

 

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
安
全
登
山
講
演
会
が
、
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
二
時

か
ら
岩
槻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
六
十
名
の
参
加
者
で
無
事
に

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

１
１
月
２
７
日
、
岩
槻
東
口
前
コ

ミ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
安
全
登
山
講

演
会
が
開
か
れ
、
講
師
に
立
正
大
学

教
授
の
山
地
啓
司
先
生
を
迎
え
て
、

６
０
人
が
参
加
し
た
。 

 

筋
肉
に
は
タ
イ
プ
１
（
赤
い
肉
・

持
久
筋
）
、
タ
イ
プ
２
（
白
い
肉
・

速
筋
）
が
あ
る
と
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
歩
行
速
度
は
Ｌ
Ｔ
点
（
乳
酸
が

た
ま
ら
な
い
）
を
超
え
な
い
ペ
ー
ス

で
歩
く
と
快
適
に
歩
け
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。 

 
―
６
３
歳
女
性
― 

危
険
察
知
能
力
、
危
険
回
避
を
持

続
す
る
能
力
、
こ
れ
ら
の
精
神
的
ス

タ
ミ
ナ
の
話
が
新
鮮
で
し
た
。
ま
た

人
の
揺
ら
ぎ
と
安
定
が
面
白
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

―
５
４
歳
男
性
― 

 

Ｈ
Ｒ
ｍ
ａ
ｘ
＝
２
２
０
―
（
年
齢

×

０
・
７
）
の
５
５
％
か
ら
７
５
％

の
範
囲
で
歩
く
と
乳
酸
を
発
生
さ
せ

ず
快
適
に
歩
け
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。 

 
 

 
 

―
６
８
歳
男
性
― 

 

中
に
は
「
内
容
が
ち
ょ
っ
と
難
し

か
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
も
あ
り
ま

し
た
が
、
総
じ
て
、
講
演
は
好
評
で

し
た
。
講
演
資
料
は
、
準
備
時
間
の

関
係
で
縮
小
し
て
の
プ
リ
ン
ト
が
で

き
ず
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
プ
リ
ン
ト
代
が
赤
字

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
演
内

容
を
登
山
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

矢
崎
。 

  

    

 

                                   

  

  

                                    

                                        

                                       

機関紙への原稿募集中 

県連に加盟する各山岳会を順番に紹介する 

「加盟団体の紹介」の原稿、また会のユニーク

な会活動や最近の会山行記録、県連や各委員会

活動報告、登山学校受講生の感想、随筆や紀行

文、コラム等何でも結構です。 

 題字込み 500～1000 字以内で、写真２～３ 

 枚添付で！  版下は 10P １行 12 字 ６段 

 組です。         機関紙委員会 

   Sawahuzi1040yamato@hotmail.co.jp 

＠
救
助
隊 

雪
上
訓
練
報
告 

【
机
上
学
習
】 

期
日 

１
２
月
５
日
（
月
） 

 

場
所 

浦
和
パ
ル
コ 

１
０
階 

参
加 

１
２
名 

＊
机
上
学
習
内
容 

１
）
ア
イ
ゼ
ン
ワ
ー
ク 

フ
ラ
ッ
ト
、
フ
ロ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
、

ア
ウ
ト
ス
テ
ッ
プ 

２
）
シ
ン
グ
ル
ア
ッ
ク
ス 

移
動
時
の
バ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ゼ
ン
と
の
バ
ラ
ン
ス 

３
）
ス
タ
カ
ッ
ト
確
保
技
術 

雪
上
で
各
自
の
機
器
を
用
い
て
ア
ッ
ク
ス
ビ
レ
ー
で
の

制
動
訓
練 

【
実
技
訓
練
】 

期
日 

１
２
月
１
１
日
（
土
）
～
１
２
日
（
日
） 

 

場
所 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン 

参
加 

１
０
名 

＊
前
夜
の
冷
え
込
み
強
く
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
凍
結
で
通 

行
止
め
し
て
い
る
た
め
、
訓
練
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。  

 

         

＠
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

救
助
隊
深
雪
搬
出
訓
練 

期
日 
２
月
２
５
日
（
土
）
～
２
６
日
（
日
） 

 

場
所 

谷
川
土
合
山
の
家
周
辺 

主
管 

栃
木
県
勤
労
者
山
岳
連
盟 

 

＊
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局 

若
木
由
和 

＠
登
山
学
校
か
ら
！ 

【
第
８
回
講
座 

雪
山
登
山
】 

机
上 

１
月
１
４
日
（
土
） 

実
技 

１
月
１
５
日
（
日
） 

 
 

 

那
須
・
茶
臼
岳 

 
 単

位
参
加
者
を
募
集
中
！ 

 

参
加
希
望
申
し
込
み
は 

 
 

登
山
学
校
・
事
務
局
、
ま
た
は 

Ｈ
Ｐ
参
加
申
し
込
み
で
！ 

  

＊
受
講
生
の
方
へ 

 
 

感
想
や
登
山
学
校
へ
の
意
見
を 

 
 

お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
尾
手
） 

 

 

 

 

第１７５号     ２０１２年    １月  ７日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ５  ）     

 

 

 

 



 
第１７５号     ２０１２年   １月  ７日（土）発行                    埼  玉  労  山      （２）  

 

12 月～2 月の県連活動計画 

12/ 1   三役会議 

12/ 3～4  登山学校｢総合学習講座｣ 

       西上州・鍬柄岳～荒船山 

12/ 5   救助隊役員会 

12/ 6   西部ブロック 雪山交流 

12/10   山筋 gogo 出版記念、震災反省会 

12/11   救助隊実技 

12/14   第 8 回理事会 （パルコ） 

     ハイキング委員会 

12/15   南部ブロック会議 

12/23   第３回岩ネット…幕岩 

 1/ 8  地図読み講習会（ＨＣ委員会） 

 1/14  全国震災支援会議  全国連盟 

 1/13  中部ブロック会議 

 1/14  登山学校｢雪山入門机上講座｣ 

   15  登山学校｢雪山入門実技講座｣那須 

 1/16  女性委員会 

 1/19  南部ブロック会議 

1/22  遭難防止・安全教育担当者会議 

   第２回評議会 

1/23  救助隊新年会 

1/25  第 9 回理事会 （パルコ） 

    ハイキング委員会 

2/ 4  登山学校閉校式 

2/11～12 南部スノーシュー交流ハイク 

2/18～19 全国総会 

2/26  西部スノーシュー交流バスハイク 

2/25～26 関ブロ救助隊深雪搬出訓練 

2/29 第 10 回理事会 （事務所） 

    ハイキング委員会 

 3/4   山スキーネット 

  3/3～4 雪山ネット「雪山に泊まろう」 

 3/ 8  女性委員会 安全登山講習会 

 3/25  第４５期埼玉県連総会 

 

理
事
会
報
告 

第
８
回
理
事
会
が
１
２
月
１
４
日

(

水)

さ
い
た
ま
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
１
０
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

・1
2

月1
9

日 

役
員
選
考
委
員
会 

・
全
国
理
事
＆
専
門
委
員
推
薦
を 

理
事
（
伊
藤
、
井
芹
、
藤
枡
） 

専
門
委
員
（
今
井
、
佐
藤
） 

・1

月1
4

日
（
土
）
震
災
支
援
会
議 

＊
県
連
全
体
活
動 

・
県
連
評
議
会

1
/
2
2
 

印
刷

1
/
2
1

パ
ル
コP

M

（
議
題
で
） 

【
事
務
局
】 

4
5

期
理
事
募
集 

 

【
財
政
】
カ
レ
ン
ダ
ー2

3
6

部
完
売 

 
 

 

【
機
関
紙
】1

7
5

号
編
集
中
、
早
急

に
原
稿
を
。 

【
女
性
】1

/
1
6
 

女
性
委
員
会 

 

・
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
出
版
記
念
＆

震
災
反
省
意
見
交
換
会 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】1

1
/
3
0

委
員
会 

・1
/
8
 

地
図
読
み
講
習
会
「
カ
ル
タ

ス
ホ
ー
ル
・
北
浦
和
」1

7

団
体 

５
３
名 

7
0

名
申
込
み
受
付 

【
組
織
】
組
織
実
態
調
査
の
集
約 

再
度
メ
ー
ル
を
し
て
集
約
予
定 

【
救
助
隊
】1

1
/
8

役
員
会 

・
雪
上
技
術 

机
上1

2
/
5

、 

実
技
…

1
2
/
1
0

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
凍
結
で

通
行
止
、
五
合
目
ま
で
行
け
ず
。 

【
登
山
学
校
】1

1
/
2
8
 

1
/
1
1
 

 

・
第
７
回
講
座
「
総
合
学
習
登
山
」

1
2
/
3

西
上
州
鍬
柄
岳
（
雤
天
、
宿

舎
も
ち
づ
き
荘
で
机
上
学
習
） 

1
2
/
4
 

荒
船
山 

2
3

名 

・
第
８
回
講
座
「
雪
山
入
門
」1

/
1
4
 

「
雪
山
入
門
」
机
上
（
カ
ル
タ
ス
ホ 

 
 

ー
ル
）
、
実
技
「
那
須
岳
」 

 
・2

/
4
 

 

登
山
学
校
閉
校
式 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】 

・1
/
2
2
A
M

安
全
教
育
担
当
者
会
議 

【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・1
2
/
2
3
 

第
３
回
…
幕
岩 

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】 

・3
/
 
 

未
定 

【
雪
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・3
/
3

～4

初
級
「
雪
山
に
泊
ま
ろ
う

 
 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
部
…1

1
/
1
3

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
雪
山
交
流 

1
2
/
 
6
 

南
部
…1

2
/
1
5
 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
裏
磐
梯
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー2

/
1
1

～1
2
 

中
部
…1

/
1
3

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

・
雪
山
交
流 

1

月
予
定 

議 

題 

①
安
全
教
育
担
当
者
会
議1

/
2
2
 
A
M
 

②
第
２
回
評
議
会 

1
/
2
2
 
P
M
 

総
会
の
素
案
を
作
成
…
各
理
事
は

活
動
報
告
・
活
動
方
針
案
を
作
成
し 

1
/
1
4

締
切
で
送
付
。
議
案
作
成1

/
2
1
 

③
安
全
登
山
講
演
会 

総
括
反
省 

会
計
報
告
…
資
料
代 

補
填 

③
地
図
読
み
講
習
会 

確
認
事
項 

④
東
北
大
震
災
支
援
体
制
に
つ
い
て 

・1
/
2
7

～2
9
 
4
/
1
5

～1
7
 

予
定 

⑤
そ
の
他 

＊
全
国
総
会 

2
/
1
8

～1
9
 

晴
海
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
武
笠
、
徳
重
、
木

村
出
席
） 

＊
１
月
理
事
会
１
月
２
５
日
（
水
） 

 

パ
ル
コ
９
階 

  
 

 
 

 
 

以
上
。 

       

                           

     

【編集後記】 

昨年は未曽有の東日本大震災や関西や上越の台

風による災害、また福島原発事故による放射能汚

染問題等に見舞われ、本当につらい一年だったと

思います。 

特に東北地方の被災者の皆さんの中には今だに 

避難生活を余儀なくされている方やまだ行方不明 

の方々も多く、新たな年を迎えても今年だけはお

めでとうと言えない気持ちや辛さが本当によくわ

かります。（私も今年は喪中で初詣は無く、正月

も寝正月で過ごしました。） 

 学校も冬休みを迎えて、久しぶりの長期の休み 

に山に行こうと思っていても、あっという間に年

末年始が過ぎてしまい、資格試験の勉強どころか

忘年会や何かと飲む機会も多く、慌てて機関紙の

編集を行っています。これが終われば残り少ない

冬休み！しっかりと宿題と受験の勉強せねば思い

つつも、またしっかりと酒を片手にＰＣに向か

い・・・。今年もよろしくお願い致します。 

長くいい山登りをしたいと 

思います。  （澤） 
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 第２回評議会開催のお知らせ 
 寒中お見舞い申し上げます。 

下記のとおり評議会を開催いたします。各 加盟団体の評議員の皆様なは万障繰り

合わせの上、ご出席いただきますようお知らせいたします。 

なお、やむをえず欠席される場合は、代理の方にご出席いただくようご配慮お願

い致します。 

              記 

日時：１月２２日（日）午後１時３０分開会  （午後１時～受付） 

場所：高鼻コミュニティセンター 

さいたま市大宮区高鼻町 2－292－1 TEL048-644-3360 

・東武野田線 北大宮、大宮公園駅からそれぞれ徒歩 10 分 

・ＪＲ大宮駅東口より徒歩２0 分 

議題 

１、2011 年度県連活動報告・専門委員会活動報告 

２、2012 年度県連活動方針（案）・専門委員会活動方針（案） 

３、総会代議員定数の確認 

４、全国連盟総会への要望（個人会員制度など） 

    ５、その他 報告事項 

 

 
第 13 回遭難防止・安全教育担当者会議開催のお知らせ 

遭難防止・安全教育担当者の皆様には日頃の県連盟の諸活動へのご協力に感謝

申し上げます。下記のとおり遭難防止・安全教育担当者会議を開催いたします。 

             記 

日時：１月２２日（日）午前９時 受付・開会  

場所：高鼻コミュニティセンター 

議題 

１、事故防止マニュアルについて   2.その他 
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